
　平成29年度新潟市美術館展示スケジュール
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企画展示室

常設展示室 コレクション展Ⅲ　美術のドラマツルギー　（～4/8）

２月 ３月

野口久光　シネマ・グラフィックス 撤収 予備日

12月 １月

東京国立近代美術館工芸館所蔵名品展 撤収
年末年始休館

コレクション展Ⅲ　美術のドラマツルギー

野口久光　シネマ・グラフィックス（65日間）

展示替え コレクション展Ⅲ　美術のドラマツルギー

展示

８月 ９月

東京国立近代美術館工芸館所蔵名品展（45日間）

展示替え コレクション展Ⅱ　異界への旅

10月 11月

予備日 市展準備 市展 予備日 展示

６月 ７月

北大路魯山人展（45日間） 撤収 予備日

新潟市美術館

資料１

５月

広重ビビッド(3/18～　57日間) 撤収 予備日 展示

４月

展示替え コレクション展Ⅰ　明日の新潟

撤収 予備日

コレクション展Ⅰ　明日の新潟

コレクション展Ⅱ　異界への旅 コレクション展Ⅱ　異界への旅

展示

休館日



Ⅰ　展覧会事業

１．コレクション展

期  間 事  業  名 予算額
（単位：千円）

4月7日～
7月23日

コレクション展Ⅰ
「明日の新潟」

8月5日～
12月3日

コレクション展Ⅱ
「異界への旅」

12月8日～
4月8日

コレクション展Ⅲ
「美術のドラマツル
ギー　「名場面」の
つくりかた」

２．企画展　　

期  間 事  業  名 主催 予算額
（単位：千円）

（3月18日）～
5月21日

原安三郎コレクション
広重ビビッド

実行委員会
（新潟市・BSN）

14,000
(内新潟市負担
分7,000）

6月3日～
7月23日

世田谷美術館所蔵
塩田コレクション
北大路魯山人
―美・食の巨人―

実行委員会
（新潟市・ＢＳＮ）

8,000
(内新潟市負担
分4,000）

8月10日～
9月24日

石川直樹
この星の光の地図を写す

新潟市 8,000

11月3日～
12月24日

東京国立近代美術館
工芸館所蔵品展

新潟市 6,627

1月10日～
3月25日

野口久光
シネマ・グラフィックス

実行委員会
（新潟市・ＵＸ21）

8,000
(内新潟市負担
分6,000）

資料２

広重の最晩年の傑作として名高い〈名所江戸
百景〉〈六十余州名所図会〉の初摺を中心に原
安三郎コレクションのセットを全点230点を公
開。サントリー美術館、ふくやま美術館、福島県
立美術館等、全国６か所を巡回。

近現代工芸の分野で、国内随一の質と量を誇
る東京国立近代美術館工芸館のコレクションか
ら「古くて、新しい」工芸の世界を独自に構成。
高岡市美術館との共同開催。

日本デザインの金字塔である野口久光（1909‐
94）のてがけた映画ポスターを中心に、野口の
愛した偉大なジャズプレーヤーたちのポート
レート写真など多彩な資料を展示。

1,064

書家・陶芸家そして美食家として知られる北大
路魯山人（1883-1959）の世界を、世田谷美術
館が所蔵する故塩田岩治氏の旧蔵コレクション
約150点により構成し紹介。

極地への冒険をテーマとし、文筆家としても知ら
れる写真家・石川直樹（1977‐）の初期から最新
作、新潟での「潟と里山」シリーズを含めて紹
介。水戸芸術館で平成28年度に開催、以降４会
場を巡回予定。

平成29年度　新潟市美術館　事業計画

内    容

新旧コレクションの中から新潟にちなんだ作品を紹介。新潟の美術史を
形成してゆく美術館のコレクションのあり方や、今後の美術のあり方に
新たな光を投げかける。

私たちが生きる、この世界とは別の世界があるのでは…峻厳な山や砂
漠など厳しい自然環境から、地獄図、自由な空想の世界まで、「異界」
という切り口から構成する。

映画のワンシーンのような印象を残す作品。そのイメージの秘密を、カ
メラワークやアングル、構図などから解き明かすことを試みる。美術家
を”監督”に見立てて作劇術(ドラマツルギー)として紹介。

内    容
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Ⅱ　教育普及事業

１．コレクション展関連

展覧会 事  業  名

コレクション展Ⅰ

コレクション展Ⅱ

コレクション展Ⅲ

２．企画展関連　※現在開催が決定している事業分のみ

　展覧会 事  業  名

原安三郎コレクション

広重ビビッド 講演会

世田谷美術館所
蔵

塩田コレクション
北大路魯山人
―美・食の巨人―

講演会

石川直樹
この星の光の地図を写す

講演会

３．学校向け教育普及事業

期  間 事  業  名

6月～2月
ＡＲＴＲＩＰ
（アートリップ）

各企画展開催
期間中の1週間

教職員視察ウィー
ク

「魯山人芸術の魅力」（仮）
講師：清水真砂氏（世田谷美術館学芸員）
6月17日（土）午後2時～
会場：新潟市美術館講堂

教職員に展覧会を視察してもらい、学校との連携事業についてのきっかけづくりを行
う。鑑賞のガイドを発行するとともに、モニターアンケートを実施。

演題未定
講師：石川直樹氏（写真家）
8月11日（金・祝）午後2時～
会場：新潟市美術館講堂

美術館での鑑賞体験をさらに深めるために、学芸員による学校での出張授業（出前）
と美術館での団体観覧（送迎バス）をセットにしたプログラム。指導目標、授業のねら
いに応じて、学校と話し合いながらオーダーメイドの鑑賞授業を行う。

内    容

内    容

学芸員による展示作品の解説など（12/23、1/27、2/24、3/24）　4回

内    容

「旅する広重〈六十余州名所図会〉」
講師：小池満紀子氏（中外産業株式会社 美術担当、国際浮世絵学会 理事）
4月16日（日）午後2時～
会場：新潟市美術館講堂

ギャラリートーク

学芸員による展示作品の解説など（4/22、5/2７、6/24、7/22）　4回

学芸員による展示作品の解説など（8/26、9/23、10/21、11/25）　4回
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４．各種講座

期  間 事  業  名

6月～3月 美術講座

6月～3月 実技講座

8月 夏休み子ども講座

Ⅲ　調査研究事業

（1）研究紀要の発行

（２）年報の発行

Ⅳ　収集保存事業

（1）収蔵･展示環境保全

（２）作品保存･修復

（３）作品管理

Ⅴ　施設普及事業ほか

・美術館ニュース「Ｗａｖｅ」の発行、Lounge Nでの「きままプログラム」、コンサート等施設普及イベントの実施等を予定。

内    容

　・作品の額装や修復を行い、作品の状態を良好に保つ。

館長および学芸員が各回を担当する講座。全8回程度を予定。開催中の展覧会に関
連した内容または各自の研究に沿った内容で実施。

作家を講師に招き、実際の制作を中心に行う講座。全2回を予定。

小中学校の子どもを対象に、館内の探索や実制作によって美術に親しんでもらう講
座。

　・日頃の調査研究活動の成果や記録を今後の活動に活かすため、新潟市新津美術館と共同で研究紀要としてまとめる。

　・作品のデータベース化をすすめ、カードとデータの２元管理を行い、事務の効率化を図る。

　・美術館の諸活動を他の美術館や関係機関に報告するとともに、今後の活動に活かすため、年報としてまとめる。

　・収蔵庫、展示室の温湿度の管理、定期的な真菌数検査、IPM（総合的有害生物管理･･虫等の生物被害未然防止対策）を
行う。
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コレクション展Ⅲ　新津の画家　佐藤昭平

開
場
式

展示（前年度から）

コレクション展Ⅳ　美術館でお花見 次年度コレクション展

コレクション展Ⅱ　所蔵品にみる工芸

展示
開
場
式

政令指定都市移行10周年記念

新潟市の隠れた名品展（39日間）
パリに生きる
新潟の作家たち

８月 ９月

コレクション展Ⅱ　所蔵品にみる工芸 コレクション展Ⅲ　新津の画家　佐藤昭平

撤収 年末年始

展示

展示
開
場
式

撤収パリに生きる　新潟の作家たち（39日間） 次年度企画展

展
示

第14回

新潟教育アート展（10日間）
撤
収

２月 ３月

平成29年度新潟市新津美術館展示スケジュール2017

新潟市新津美術館253

開
場
式

展示

コレクション展Ⅳ

４月 ５月

開
場
式

10月 11月

藤城清治　光のメルヘン展（52日間）

藤城清治展

コレクション展Ⅰ　旅と美術

メンテナンス

第11回

秋葉区美術展覧会
（9日間）

撤収

12月

６月 ７月

１月

コレクション展Ⅰ　旅と美術

資料３

生誕80年　松本零士の世界展　銀河鉄道999、宇宙戦艦ヤマト・・・（64日間）

生誕80年　松本零士の世界展　銀河鉄道999、宇宙戦艦ヤマト・・・（64日間）

新津美術館開館20周年記念
興福寺中金堂再建・法相柱柱絵完成記念

興福寺の寺宝と畠中光享展（33日間）

政令指定都市移行10周年記念

新潟市の隠れた名品展（39日間）

新津美術館開館20周年記念

興福寺中金堂再建・法相柱柱絵完成記念

興福寺の寺宝と畠中光享展（33日間）
撤収

撤収 準備・展示

展示

休館 あいてマンデ～

コレクション展Ⅱ 所蔵品にみる工芸

コレクション展Ⅲ 新津の画家 佐藤昭平



資料4

Ⅰ　展覧会事業

１．コレクション展

期  間 展覧会名

4月8日～
6月4日

－

6月17日～
8月27日

Ⅰ．旅と美術

9月9日～
11月5日

Ⅱ．所蔵品にみる工芸

11月11日～
1月13日

Ⅲ．新津の画家
Ⅲ．佐藤昭平

1月27日～
3月11日

Ⅳ．美術館でお花見

２．企画展　　

期  間 展覧会名 主催
予算額

（単位：千円）

4月8日～
6月4日

藤城清治
光のメルヘン展

実行委員会
（新潟市・新潟日
報社・UX）

27,000
（うち新潟市負
担分9,000）

6月17日～
8月27日

生誕80年
松本零士の世界展
銀河鉄道999、宇宙戦艦

ヤマト…

実行委員会
（新潟市・新潟日
報社・NST）

13,500
（うち新潟市負
担分4,500）

9月9日～
10月15日

新津美術館開館20周年記念

興福寺中金堂・
法相柱柱絵完成記念

興福寺の寺宝と
畠中光享展

実行委員会
（新潟市・新潟日
報社・NST）

19,500
（うち新潟市負
担分6,500）

11月11日～
12月24日

政令指定都市移行

10周年記念

新潟市の隠れた
名品展

新潟市 8,254

1月27日～
3月11日

パリに生きる
新潟の作家たち

新潟市 8,002

立春を迎え暦上は春。桜が描かれた作品等を鑑賞し、一足先にお花見を。

平成29年度　新潟市新津美術館　事業計画

内    容

「藤城清治展」でコレクションコーナーを使用するため、コレクション展はなし

佐々木象堂など、県内に生まれ育った、あるいは活躍の拠点を置く工芸作家を中心に紹
介。

旧新津市（現秋葉区）東島出身の画家、佐藤昭平の画業の一端を紹介。

かつての戦地や日差しの強い地中海沿いなど、作品の題材を通して異郷へトリップ。

内    容

政令指定都市移行10周年を記念し、これまで区ごとに
「隠れた名品展」として開催してきた展覧会を、全市を
対象に、選りすぐりの名品を紹介する。
《自主企画展》

「銀河鉄道９９９」や「宇宙戦艦ヤマト」などで知られる
漫画家の松本零士の原画や原稿を紹介する企画展。
初期の作品から代表作まで、資料も含め約300点を展
示する。
《巡回展》

興福寺中金堂と法相柱柱絵の完成を記念し、興福寺
の寺宝の数々と、畠中光享氏が描いた法相宗祖師画
を公開するとともに、同氏が取り組んできた日本画に
おける仏の世界をあわせて展観し、仏教美術の粋を
紹介する。
興福寺の寺宝は、初公開も含め、国宝8点、重文8点
を含む22点を紹介する。《巡回展》

90歳を越えてなお意欲的な創作を続ける藤城清治。
代表作に近作・新作を加え、類を見ない影絵で表現さ
れたファンタジー世界が楽しめる展覧会。
《巡回展》

新潟市秋葉区出身の彫刻家原田哲夫氏、佐渡出身
の抽象画家清水伸氏を中心に、パリで活躍中の新潟
出身作家たちの活動を紹介する展覧会。
《自主企画展》
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３．共催の展覧会　　

期  間 事業名 主催

1月4日～
1月13日

第14回
新潟教育アート展

下越美術教育研
究会

４．その他の主催展覧会　　

期  間 事業名 主催

9月12日～
10月1日

移動美術館 新潟市

Ⅱ　教育普及事業

１．企画展関連　※現在開催が決定している事業分のみ

展覧会名 事  業  名

藤城清治展 藤城清治サイン会

松本零士の
世界展

松本零士トークショー
＆サイン会

興福寺の寺
宝と畠中光
享展

講演会

２．学校向け教育普及事業

期  間 事  業  名

6月～12月 出前美術館

各企画展
開催期間中

教職員視察研修観覧

未定 教職員向け鑑賞講座

３．各種講座

期  間 事  業  名

未定 美術講座

内    容

内    容

申し込みのあった学校（小学校・中学校・高校）へ、作家とともに出向き、作家の話を聞い
たり、作品制作体験などのふれあいの中で、美術の楽しさを伝える。アーティストと作品を
出前する事業。
（参考）H28年度講師：小池利春氏（新潟市マンガ・アニメ情報館副館長）、櫛谷一代氏（日
本画家）

内    容

内    容

新津美術館の所蔵品を他地域の展示施設を会場に紹介する展覧会
「移動美術館」を開催
会場：江南区文化会館内郷土資料館展示室

藤城清治氏のサイン会
日程：4/8（土）、5/4（木・祝）、6/3（土）　　会場：新津美術館

図工・美術における鑑賞教育について教職員向けに講座を実施する。

館長及び学芸員が各回を担当する講座。開催中の展覧会に関連した内容または各自の
研究に沿った内容で実施。

松本零士氏のトークショー＆サイン会
日程：6/17（土）　会場：新津美術館

○興福寺貫首　多川俊映師　講演会
○日本画家　畠中光享氏　講演会
日程：未定　　会場：新津美術館

内    容

下越地区を中心に、県内の保育園、幼稚園、小中学生、高校生の作
品の展覧会

教職員に展覧会を視察してもらい、学校との連携事業についてのきっかけづくりを行う。
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Ⅲ　調査研究事業

（１）研究紀要の発行

（２）年報の発行

Ⅳ　収集保存事業

（１）収蔵･展示環境保全

（２）作品保存・修復

（３）作品管理

Ⅴ　施設普及事業ほか

（1）ミュージアムコンサート

（２）利用者にやさしいサービス

（参考）新潟市新津美術館の職員体制（８人）

館長　１人

副館長　１人

学芸担当職員　３人

総務担当職員　２人

非常勤職員　１人

　・新津美術館の特徴であるアトリウム空間や展示室を活用して、コンサートを実施する。

　・作品の額装、修復を行い、作品の状態を良好に保つ。

　・収蔵庫、展示室の温湿度の管理、定期的な真菌数検査、IPM（総合的有害生物管理･･虫等の生物被害未然防止対策）を行
う。

　・各展覧会会期中に１～2回は月曜日を開館する「あいてマンデ～」を実施する。

　・日頃の調査研究活動の成果や記録を今後の活動に活かすため、新潟市美術館と共同で研究紀要としてまとめる。

　・作品のデータベース化をすすめ、カードとデータの２元管理を行い、事務の効率化を図る。

　・各展覧会会期中の毎月第1・第3の木曜・日曜日に、親子で語り合いながら鑑賞できる「こどもタイム」を実施する。

　・美術館の諸活動を他の美術館や関係機関に報告するとともに、今後の活動に活かすため、年報としてまとめる。

　・各展覧会会期中の毎月第２・第４の木曜・土曜日に「託児サービス」を実施する。
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